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平成 27 年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成26年5月23日に公表いたしました平成27年３月期第２四半期（累計）連結業績予想及び平成27年

３月期第２四半期（累計）個別業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

記 

 

1. 平成 27 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績値との差異 

（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 17,522 △574 △713 △442 △14 円 34 銭 

実績値 （Ｂ） 18,411 78 △15 221 7 円 17 銭 

増減額 （Ｂ）－（Ａ） 889 653 698 664  

増   減   率（％） 5.1 － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 26 年３月期第２四半期) 
9,157 △670 △394 1,452 47 円 06 銭 

 

 

2. 平成 27 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想と実績値との差異 

（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 5,512 △687 △701 △420 △13 円 64 銭 

実績値 （Ｂ） 5,426 △799 △781 △522 △16 円 92 銭 

増減額 （Ｂ）－（Ａ） △86 △112 △80 △101  

増   減   率（％） △1.6 － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 26 年３月期第２四半期) 
4,765 △101 △110 1,716 55 円 63 銭 
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3. 差異の理由 

 （連結） 

 美容・健康関連事業における当社通販事業及び RIZAP株式会社におきまして広告宣伝活動

を積極的に進めてまいりました。（前同四半期連結累計期間比約 10億円増） 

その結果、前回発表予想においては赤字を見込んでおりましたが、RIZAP株式会社の投資

効率が良く、想定以上にご入会いただいたことにより多数のお客様にお待ちいただいている

状態にも関わらず、売上高、営業利益、経常利益で増収・増益を達成するとともに、四半期

純利益に関しましては子会社間の合併の効果等も加わり増益を達成し、営業利益及び四半期

純利益の黒字を達成いたしました。 

RIZAP株式会社におきましては下期においても多数のお客様にセッションの予約をいただ

いており、広告宣伝を抑制しても売上、特に利益面において四半期ごとに前年を大幅に拡大

する見込みです。 

 

 （個別） 

当第２四半期連結累計期間において上記（連結）に記載のとおり、当社通販事業において

積極的な広告宣伝活動を行った結果、「どろあわわ」が前同四半期連結累計期間に比べて新規

獲得顧客数が 1.6 倍に増加する等、予想を上回る広告宣伝効果がありました。 

なお、当社のビジネスモデルとして、事業年度の上期において積極的に広告宣伝費を投下

することで新規顧客を獲得し、下期においては広告宣伝費を抑制し、上期で獲得した新規顧

客等によるリピート購入によって利益回収を行うため、新規獲得顧客数の増加がタイムリー

に売上高の増加に寄与せず、下期において大幅な売上高の増加を見込んでおります。 

売上高については、概ね計画どおり推移いたしましたが、利益面については、積極的な広

告宣伝活動を行ったため、当第２四半期連結累計期間においては営業利益、経常利益及び四

半期純利益が前回公表予想に対して未達となりました。 

しかしながら、上期において超過して行った広告宣伝活動に対して新規獲得顧客数も好調

に推移しており、下期において大幅な投資回収が見込まれるため、通期においては計画通り

の着地を見込んでおります。 

以 上 


